
寸

大

一

極

生

雨

儀

」

て二

に

就

し、

雨

宮

重

Jム
tl口

「
大
極
生
踊
儀
」
と
は
易
一
繋
綜
停
第
十
一
章
の

易
有
大
級
，
走
生
一
一
蹴
儀
一
、
，
一
期
儀
生
m問
象
，
四
象
一
生
八
卦
、
八
卦
生
吉
凶
、
古
内
生
大
葉
。

と
い
ふ
関
門
磁
の
'
刊
で
あ
る
。
多
少
同
地
内
訟
は
あ
る
が
、
一
自
儀
は
陰
陽
、
照
的
氷
は
七
八
九
六
の
数
(
貯
氏
設
は
笈
一
象
・
似
後
・

氏
一
訟
は
一
え
生
紳
物
等
の
問
問
者
。
或
は
金
木
水
火
。
J

え
は
春
夏
秋
冬
の
照
時
)
で
あ
り
、
こ
れ
は
陰
陽
の
分
化
に
始
ま
り
「
吉
凶
生
大
件
以
」
の

所
以
を
科
し
た
も
の
で
あ
り
事
い
は
ば
易
そ
の
も
の
の
構
成
原
現
の
設
切
で
あ
る
こ
と
は
言
ふ
ま
で
も
な
い
が
、
叉
易
は
陰
陽
経
易
の
窓
r

で

あ
り
、
易
の
哲
壌
は
究
総
す
る
所
陰
陽
一
一
気
の
感
路
交
通
話
一
納
付
治
長
に
よ
っ
J
L
f
m
w
の
現
象
主
説
明
せ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の

陰
陽
の
・
削
つ
℃
来
る
梶
原
一
を
一
訟
明
し
た
寸
大
秘
生
滅
犠
」
の
一
句
は
、
ニ
れ
を
ま
た
易
の
官
接
的
凶
弾
と
し
、
そ
の
宇
内
側
と
見
得
る
ず
あ

ら
う
。
本
論
は
こ
れ
を
口
坊
の
哲
接
的
原
初
日
と
み
、
サ
セ
の
宇
宙
殺
と
み
友
す
方
一
向
に
就
い
℃
考
察
主
知
へ
℃
行
き
た
い
と
氾
ム
の
寸
あ
る
が
，

先
づ
最
初
に
目
的
と
す
る
結
論
よ
り
い
へ
ば
、

山
此
の
易
の
字
皆
槻
は
老
子
刊
引
け
阜
の
影
響
に
本
づ
き
そ
の
税
倣
一
に
よ
っ
℃
う
ち
た
一
℃
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
ニ
と
。

∞
老
子
官
製
の
模
倣
げ
い
い
で
な
が
ら
，
併
し
仲
介
m
M
根
本
箱
料
に
於
℃
は
寧
ろ
老
子
思
想
と
一
軒
抗
的
な
も
の
で
あ
る
こ
と
。

の
此
の
ご
黙
に
就
い
℃
で
あ
る
D

要
す
る
に
本
論
は
こ
れ
を
老
子
と
の
関
係
に
於
て
論
ぜ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
絞
っ
て
本
論
に
入

る
に
先
だ
ち
、
そ
の
準
備
工
作
と
し
℃
易
徳
一
般
と
老
子
と
の
関
係
に
就
い
℃
ご
除
概
略
な
る
吟
味
が
必
一
換
で
は
な
い
か
と
忠
ム
。

易
体
の
忠
利
叫
が
老
子
と
相
川
河
純
一
接
な
関
係
に
あ
る
こ
と
は
、
十
れ
く
斡
炭
伯
や
)
十
一
蹴
等
が
こ
れ
に
一
托
す
る
に
老
子
玄
段
の
閉
山
惣
わ
し
以
℃
し
℃

'
寸
ゾ
ミ

Q
f

-
:
i
i
 

-
y
f
r
r
f
t
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を
る
事
授
か
ら
も
大
路
想
像
し
得
る
と
忍
ふ
の
ぜ
あ
る
が
も
今
少
し
く
先
人
の
す
ふ
所
一
に
就
い
℃
見
ょ
う
。

悦
一
籍
著
述
老
論
円
選
者
一
法
一
訪
問
然
記
銘
い
レ
化
。
役
千
一
能
守
レ
之
、
持
物
将
司
一
'MM
化
刊
新
説
j

泣
刈
倒
J
1

存
秋
山
が
一
之
一
五
寸
老
市
品
川
一
一
之
週
刊

Y

、B，f
'zz・働，
，
S

も、

ハ
見
太
平
御
肉
体
)

東
一
校
蘇
一
文
¥
巾
印
公
紙
、
奉
レ
話
撰
一
向
上
治
一
儲
砕
官
碑
日
式
、
ロ
諸
説
遊
山
梨
者
流
本
山
川
一
決
策
帝
老
子
づ
持
活
以
一
一
治
部
無
得
一
角
レ
ハ
一
ぺ
以
河
一
成
明

感
物

h
v用
、
以
一
一
慈
倹
不
袋
二
銭
レ
行
。
借
対
場
倒
邸
側
ほ
よ
設
問
仁
者
静
ぃ
将
之
説
。
・
;
:
(
見
本
集
)

J

器

禁

町

、

侠

望

。

朝

刊

司

外

活

社

凶

v
d
H列
社

ωd件
対
羽
湖
討
割
引
必
封
両
社
社
卦
寸
刈
ぺ
社
刊
利
社
社
、

外
措
認
可
オ
磁
波
3
1硝
外
升
常
一
社
J
編
対
可
対
遊
詩
-U建
設
ォ
域
社
-
司
乎
0

・::・

3集
〕

業
歩
合
問
、
捌
レ
護
側
自
主
舜
布
教
努
比
一
一
伏
義
一
料
提
河
清
プ
'
'
兆
一
成
日
、
羽
例
創
刊
刈
滋
剖
1
対
側
列
掛

1
d凋
謝
吋
刈
什
ぷ

明
i
j
H湖
沼
州
1
謝
制
謝
礼
対
叶
然
一
後
知
下
伏
義
一
郎
農
刊
誌
字
決
意
持
主
十
川
一
想
伴
者
一
切
不
士
山
尚
之
乎
全
週
時
停
誠
設
社
.1

刻
印
内

lm規
制
持
者
無
い
幾
(
見
経
誌
〉

右
は
銭
川
州
場
の
「
老
子
翼
」
の
附
録
中
よ
り
締
山
内
し
た
も
の
で
あ
る
9

ω
易
健
一
目
、
抱
一
閣
は
例
制
っ
哨
内
税
制
叫
易
英
レ
易
一
~
於
無
史
館
予
簡
こ
於
査
一
同
刊
朝
刊
引
越
社
対
什
刊
は
叫
ハ
践
溺
淡
窓
・
析
玄
)

ω
周
易
凶
之
卦
鮮
日
、
有
レ
訪
日
不
レ
…
倍
。
孔
工
科
・
之
日
、
有1
司
外
側
1
斜
計
周
到
出
1
叫
岩
刊
川
村
説
。
ハ
太
川
崎
将
・
老
子
会
解
雇

言
数
議
」
一
犯
)

以
上
は
主
と
し
℃
老
予
感
者
の
主
張
で
あ
り
、
皆
易
老
の
ゴ
談
窓
翁
じ
た
も
の
で
あ
る
が
、
お
に
於
℃
、

∞
の
大
附
慨
は
本
論
議
ぺ
ん
と
す
る
大
板
。

∞
の
「
何
思
何
慮
」
は
下
繋
第
瓦
章
の
文
。

ωの
「
克
之
矯
一
ず
一
四
也
一
再
々
」
は
乾
文
一
一
一
口
俸
の
文
。

ゆ
り
京
都
一
強
忍
一
無
議
場
一
再
点
」
一
は
よ
繋
第
17掌
り
文
。

(2) (3) (4) 
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品
川

0
2
%
以
易
知
一
再
々
」
は
上
繋
第
一
軍
の
丈
島

川
仰
の
「
有
一
一
時
不
信
一
五
々
μ

は
関
卦
ゑ
俸
の
文
。

で
あ
り
，
す
ペ
℃
こ
れ
易
俸
の
文
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
一
言
ム
所
の
易
老
ご
双
山
と
は
易
俸
と
老
子
と
の
一
致
巳
他
た
ら
な
い
。
掃
し
℃
此
等
の

主
張
は
易
体

hk孔
予
の
述
作
と
な
す
こ
と
を
前
提
と
し
℃
山
内
渡
し
、
そ
の
日
的
は
孔
老
の
思
想
上
の
軌
一
す
る
所
を
あ
げ
此
レ
践
に
立
脚
し
℃

以
℃
老
子
主
川
崎
(
端
邪
誌
と
し
℃
斥
け
ん
と
す
る
世
論
に
封
ず
る
反
駁
線
設
の
意
樹
に
本
づ
く
も
の
で
あ
っ
た
。
さ
れ
ば
易
俸
の
孔
子
の
著
作

た
り
得
た
い
ニ
と
が
時
主
完
治
と
一
一
討
び
得
る
ま
で
の
笈
誇
主
得
℃
主
る
今
日
、
ニ
れ
ら
諸
家
の
主
張
は
殆
と
そ
の
意
義
乞
誕
犬
し
た
も
の
と

言
は
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
が
も
唯
老
子
説
家
り
掛
か
る
主
張
を
導
い
た
黙
に
ニ
モ
重
要
な
意
義
が
認
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
色

あ
っ
℃
、
笠
巳
易
体
と
老
子
と
の
同
に
存
す
る
者
援
不
可
能
な
る
関
係
は
政
人
べ
か
ら
ざ
る
も
の
が
あ
る
と
古
び
仰
げ
よ
う
Q

一
事
賞
以
上
説
家

に
よ
っ
℃
指
摘
せ
ら
れ
た
本
作
以
外
に
、
所
前
知
…
負
山
川
一
静
と
い
び
卑
，
mm
滋
般
と
い
び
‘
又
柔
mm
葉
知
と
い
ふ
が
如
き
一
品
川
乞
以
℃
引
火
さ
れ
る
mm

折
口
保
身
一
的
注
目
ぷ
訟
は
易
体
全
般
の
中
巳
竣
多
散
見
す
る
も
の
乞
ハ
ル
る
の
寸
あ
る
。
而
し
℃
討
が
停
は
本
米
儒
家
の
経
典
寸
あ
り
、
前
代
の
桜
紙

た
る
論
孟
等
の
中
広
掛
か
る
思
想
主
役
九
し
符
十
、
易
体
に
於
℃
ニ
れ
あ
る
も
の
は
易
体
の
成
立
が
儒
老
同
教
の
交
渉
接
鰯
せ
る
以
後
に
存

す
る
ニ
と
の
明
設
と
討
は
る
べ
き
で
あ
り
、
従
つ
℃
易
体
中
の
老
子
的
一
安
心
栄
は
結
必
こ
れ
を
老
子
の
影
響
fY
あ
り
、
そ
の
雑
入
で
あ
る
と
見

な
一
け
れ
ば
な
ら
な
一
い
日
期
く
℃
易
老
の
関
係
は
勿
論
。
陶
才
一
設
の
関
係
で
は
な
く
、
老
子
の
易
体
に
到
す
る
影
響
関
係
と
規
定
す
べ
き
も
の

で
あ
ら
う
と
思
ム
。
き
れ
ば
ニ
れ
が
後
世
易
憾
の
孔
子
者
作
一
以
じ
封
ず
る
有
力
な
が
読
と
し
℃
と
り
上
げ
ら
れ
、
ー
そ
の
成
立
年
代
の
推
定

上
の
論
撲
乞
扱
供
し
℃
主
る
も
の
と
さ
れ
℃
ゐ
る
の
は
常
然
r

で
あ
ら
う
臼

以
上
は
部
分
的
な
問
題
巳
就
い
℃
で
あ
る
が
，
二
の
関
係
な
究
M

似
し
す
る
持
、
よ
り
根
本
的
な
駄
に
就
い
℃
同
様
な
関
係
が
指
摘
せ
ら
れ
な

い
で
あ
ら
う
か
を
考
へ
る
の
が
本
命
第
一
の
日
的
寸
あ
っ
た
。
初
め
に
も
桟
べ
た
如
〈
易
官
接
が
陰
防
一
一
試
の
知
的
判
治
長
を
以
℃
ハ
ア
ル
仰
の
成

立
主
説
明
ぜ
ん
と
す
る
二
J

弐
倒
的
世
界
観
広
立
つ
も
の
で
あ
る
二
と
は
般
に
に
総
た
る
定
論

σあ
る
が
、
然
ら
ば
之
の
二
元
的
必
渠
・
た
る
「
絵

mmL
な
る
…
誌
は
某
し
℃
そ
の
批
界
観
た
う
ち
た
℃
た
易
停
の
作
者
の
新
治
…
品
川
rY
あ
っ
允
も
の
か
、
将
ま
た
他
に
本
づ
く
所
の
あ
っ
た
も
の
fy
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あ
る
か
。
何
れ
巴
し
℃
も
易
の
絞
丈
r
h
会
く
凡
符
な
い
此
の
…
誌
が
も
易
体
中
殊
に
繋
鮮
の
中
に
・
於
℃
ぽ
r
w
伎
川
せ
ら
れ
、
総
応
一
北
ハ
の
ハ
ア
山
間
御

一
室
構
成
す
る
根
本
的
要
素
と
な
す
に
去
っ
た
こ
と
は
一
m
H
せ
ら
る
べ
き
二
と
で
あ
る
。
本
町
九
成
之
博
士
は
「
作
あ
年
代
治
」
文
那
鋲
各
一
)

に
於
℃
，

一
九
行
の
如
き
は
抽
象
的
じ
説
明
さ
れ
℃
も
‘
一
五
栄
木
と
い
び
火
と
い
ひ
、
比
ハ
の
物
が
あ
っ
℃
廿
一
ハ
の
性
質
乞
抽
象
し
た
の
で
あ
る
が
、
陰
陽

巴
去
っ
℃
は
全
く
そ
の
物
が
な
く
、
日
ハ
ト
山
氏
く
物
早
合
ま
い
れ
℃
ゐ
る
と
い
怨
像
む
狩
る
側
縦
と
柔
弱
、
積
一
仰
と
治
似
と
い
ふ
一
一
組
の
性
質
主
拙

象
概
括
し
℃
滋
へ
た
も
の
で
、
五
行
よ
り
遊
歩
し
た
'
と
お
は
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

と
、
陰
間
隔
た
る
観
念
が
械
め
℃
進
歩
的
な
る
黙
を
指
鵠
し
、
か
く
℃
孔
泳
時
代
己
に
掛
か
る
思
恕
が
存
庇
し
た
と
す
れ
ば
、
性
ゃ
ー
へ
逃
に
就

い
℃
よ
り
徽
'
成
し
た
折
口
接
的
解
燃
が
な
さ
る
べ
き
で
あ
っ
た
と
い
び
、
ニ
の
思
想
の
進
歩
的
な
る
黙
よ
り
推
し
℃
易
体
の
後
代
の
述
作
た
る

べ
き
b
b
論
じ
た
後
、
こ
の
陰
陽
の
二
一
五
的
要
素
は
笠
じ
ニ
れ
主
老
子
に
負
ふ
も
の
で
あ
る
と
述
べ
℃
主
る
。
そ
の
老
子
に
負
ふ
と
は
、
老
子

寓
物
免
除
而
抱
助
、
沖
気
以
得
利
。

を
指
し
た
も
の
で
あ
る
。
郎
ち
陰
陽
二
気
と
沖
気
と
和
+
む
な
し
℃
字
情
高
架
が
生
や
る
と
説
く
も
の
で
あ
り
，
斯
く
陰
陽
一
一
試
を
倒
的
成
の
根

元
と
し
℃
字
悔
の
生
成
之
説
明
す
る
も
の
は
、
前
代
詩
沓
巳
徴
し
℃
、
笈
巳
送
、
子
の
こ
の
説
明
b
b
以
℃
故
一
判
明
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
さ
れ
ば

銭
穆
も
「
間
関
於
老
子
成
議
年
代
之
一
様
考
察
」
(
燕
京
事
報
・
第
八
期
)
の
一
文
中
に
於
℃

一
金
者
子
透
武
、
荷
物
免
除
部
抱
問
、
沖
気
以
銭
和
。
此
以
前
孔
築
設
子
部
未
之
一
一
一
日
。

之
、
成
一
系
之
接
説
。

と
い
っ
℃
主
る
が
‘
本
来
遂
の
一

の

(
第
四
十
二
本
一
〉

ト
?
に
え
1
3
地
決

7
rげ
は
ィ
、

主
ネ
タ
ヤ
グ
一
川
二
日
出
制
料
引
ド

日
り
洛
え
ぷ
n
r

「

H
H
H

次
弘
お
お

乃
汲
老
来
陰
陽
之
流
、

日
い
常
つ
℃
は
常
広
有
混
と
い
畑
一
錦
、
動
と
静
、
牝
と
牡
、
制
強
と
柔
弱
等

の
お
立
形
式
を
と
っ
℃
主
る
黙
に
ふ
一
一
周
回
し
た
易
体
の
作
者
が
、
そ
の
中
陰
陽
二
条
主
と
つ
℃
以
℃
自
設
の
根
元
と
な
し
、
附
強
と
柔
mm
，
強

磁
と
お
板
、
動
と
静
等
合
封
立
的
観
JA
め
を
二
気
の
麗
性
と
し
℃
抽
象
し
、
旦
こ
れ
に
溜
特
治
長
の
理
法
主
搬
出
胤
〈
し
、
こ
の
感
感
交
訟
を
以
℃

広
立
つ
老
子
が
、
そ
の
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生
々
設
展
ム
ハ
携
に
~
府
内
減
ず
る
易
道
玄
関
明
じ
た
と
滋
へ
る
『
一
〕
と
一
は
決
レ
イ
」
不
合
理
官
は
あ
り
得
な
い
で
あ
ら
う
。

部
制
く
℃
議
穆
の

コ
宗
之

築
設
」
と
い
ム
所
説
陰
陽
二
元
訴
に
本
づ
く
二
元
論
的
宇
川
市
視
に
到
達
し
た
'
易
俸
の
作
者
は
向
ニ
れ
主
以
℃
満
足
せ
十
、
廷
に
ニ
れ
主
設
反

深
化
せ
し
め
る
こ
と
に
よ
っ
℃
一
居
老
子
の
世
界
線
に
接
近
主
示
し
、

レ
践
に
「
大
級
生
一
樹
儀
式
々
」
の
哲
接
的
鐙
系
主
樹
立
し
た
と
は
解
せ
ら
れ
な
い
で
あ
ら
う
か
。

総
広
一
一
五
倫
と
も
表
倣
さ
る
べ
き
大
秘
な
る
原
理
主
設
定
し
ち

而
し
℃
此
の
場
合
そ
の
忠
宗
主
導
く
泌
準
b
L

な
し
た
も
り
は
言
ム
ま
で
も
友
く
老
子
の

亙
る j立
l治生
正当~ -~ 
γ合 ?

あ
る

生
高
物
。

ハ
第
四
十
二
章
)

一生一一。

2主
「
大
極
成
ぺ
山
間
犠
」
と
ニ
れ
と
，
披
此
相
比
す
る
時
、
一
府
者
の
論
環
の
様
式
は
全
く
一
致
す
る
も
の
fY
あ
り
、
決
し
℃
ニ

れ
b
b
偶
然
の
一
致
と
は
な
し
得
な
い
で
あ
ら
う
。

か
く
℃
結
論
と
し
℃
、
結
リ
月
九
州
者
は
易
俸
の
哲
成
十
位
系
一
は
老
子
の
そ
れ
に
本
づ
く
も
の
で

あ
り奏

そ
の
ん
子
前
線
は
そ
の
模
倣
一
に
山
内
づ
る
も
の
で
あ
る
と
宅
扶
す
る
も
の
で
あ
る
。

以
上
は
初
め
に
越
え
た
易
の
宇
宙
搬
は
結
局
こ
れ
を
老
子
の
枝
倣
巳
出
づ
る
も
の
と
見
得
る
の
で
は
な
い
か
と
い
ふ
論
者
の
ギ
一
民
寸
あ
る

が
、
老
子
の
「
道
生
一
、
一
生
一
ご
と
易
体
巳
於
げ
る
「
大
級
生
一
階
儀
」
巳
は
、
茶
の
間
恩
来
の
過
絞
に
明
か
な
る
定
問
持
が
あ
る
。
易
体
巳

於
け
る
「
溺
儀
」
が
陰
陽
の
二
認
を
怒
味
す
る
ニ
と
は
前
述
の
ソ
巡
り
で
あ
る
が
、
老
子
r
h

於
け
る
つ
ご
も
亦
こ
れ
陰
陽
一
一
気
主
指
す
も
の

と
見
る
べ
き
で
は
あ
る
ま
い
か
。
成
穏
林
希
逸
の
「
林
議
燦
日
に
は
「
二
一
λ
地
」
と
あ
り
、
後
代
二
の
設
主
支
持
す
る
謀
者
も
多
少
あ

る
が
、
論
者
の
見
得
た
範
嵐
広
於
け
る
諸
山
娠
の

Mm絡
は
殆
ど
す
ペ
℃
こ
れ
主
陰
陽
と
な
す
ニ
と
民
帰
一
す
る
も
の
で
あ
り
、
ま
た
老
子
に
於

け
る
こ
れ
に
絞
く
「
持
物
負
絵
師
抱
陽
一
五
々
」
の
説
明
と
wm
…
熔
す
る
な
ら
ば
、
か
く
解
せ
ら
れ
る
ぺ
き
も
の
と
怠
は
れ
る
の

σあ
り
、
従
つ

℃
溺
者
に
於
け
る
ゴ
府
議
」
と
ゴ
こ
と
は
会
〈
刻
一
致
す
る
要
議
で
あ
り
、
か
く
℃
共
の
形
の
上
よ
り
す
れ
ば
、
「
大
級
生
対
儀
い
は
正

し
く
寸
老
子
に
於
け
る
ゴ
生
二
」
と
相
一
路
中
る
も
の
と
J

南
町
内
は
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
然
ら
ば
一
刑
者
の
掛
か
る
形
式
上
の
一
致
は
一
約
一
応
ニ
れ
紅

茶
の
内
脊
の
上
に
ぎ
ま
で
及
、
ほ
し
℃
肯
定
し
得
る
も
の
寸
あ
ら
う
か
9

悲
し
ま
た
期
か
る
思
考
が
成
志
す
る
友
ら
ば
大
樹
は
老
子
の
廷
に
討
し

℃
如
何
な
る
関
係
に
立
つ
も
の
で
あ
る
か
9

ニ
れ
ら
の
問
題
が
川
市
川
然
此
践
に
課
題
と
し
℃
と
り
上
げ
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
が
、
こ

L
rい
d
u
J
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れ
一
が
究
明
こ
そ
や
が
℃
守
切
に
於
け
る
大
掛
」
の
本
即
日
ぺ
玄
明
ら
め
る
ニ
と
色
あ
り
、
延
い
℃
は
係
数
官
接
た
る
μ
勿
仇
引
け
娯
の
老
子
川
山
総
に
封
ず

る
地
伎
を
明
ら
か
げ
W

す
る
仕
事
で
も
あ
る
と
忠
は
れ
る
。

さ
℃
老
子
官
接
に
於
け
る
字
市
構
成
の
根
本
原
理
は
ぢ
ふ
ま
で
も
な
く
「
逃
」
で
あ
り
、
小
川
レ
℃
北
ハ
の
巡
の
「
鈍
…
ー
一
色
あ
る
ニ
と
も

縄
々
一
分
不
可
名
。
ん
保
持
於
紙
一
物
。
交
諸
般
…
紋
之
抗
、
然
偽
札
之
象
。
ハ
第
十
防
庁
ド
)

有
一
物
滋
成
。
光
一
大
地
生
。
寂
令
多
分
。
濁
立
而
不
改
、
同
行
両
不
始
。
可
以
得
一
λ
下
之
母
。
一
品
川
い
小
知
北
ハ
名
。
字
之
は
活
。
強
錫
乏
名
臼

犬
。
ハ
第
二
十
五
本
)

等
の
説
明
を
は
じ
め
、
或
は
「
道
常
無
名
一
い
〈
第
一
一
一
十
一
一
計
十
)
と
い
び
、
ま
た
「
道
際
無
名
」
ハ
第
四
十
一
本
〉
と
い
ふ
が
如
き
に
見
℃
時
二

れ
ま
た
賛
意
主
張
し
な
い
所
で
あ
る
。
然
ら
ば
ん
撚
な
る
本
源
よ
り
生
十
る
「
ご
と
は
何
で
あ
る
か
。
一
に
就
い
℃
は
古
来
諸
説
紛
い
似
し
、

そ
の
解
棒
は
多
岐
で
あ
る
。

前
向
一
物
持
形
，
芯
パ
z
純
一
也
。
何
均
五
一
。
尚
於
一
然
也
。
白
紙
…
乃
一
。

一
巡
品
。
滋
之
子
市
場
。
(
河
上
公
注
)

一
道
也
。
物
之
所
。
以
得
翁
物
者
皆
道
也
。

4

汗
J
M
は
活
山
。

一
E
2
4
H
，A
羽
山

(
王
輪
銅
注
)

ハ
蘇
子
由
設
)

等
は
一
を
以
℃
道
と
な
す
も
の
で
あ
る
。
併
し
悲
し
退
却
プ
と
解
す
る
な
ら
ば
「
道
生
こ
と
い
ふ
文
章
は
解
燥
し
得
な
い
で
あ
ら
う
。
さ

れ
ば
「
一
議
也
」
と
一
一
一
一
口
ム
蘇
子
出
の
如
き
、
ま
た
俄
か
に
し
℃

夫
道
非
一
非
口
及
共
闘
対
物
混
偶
、
道
一
雨
物
不
一
。
故
以
一
名
選
。
然
同
選
別
非
一
。

と
言
ふ
が
如
き
自
家
持
法
前
後
矛
盾
せ
る
解
縛
乞
行
つ
℃
b
b
る
の
で
あ
っ
℃
、
事
寅
極
め
て
常
識
的
に
考
へ
℃
も
川
被
の
議
よ
り
無
の
ご
む
生

守
る
と
い
ふ
論
理
は
成
立
し
な
い
も
の
で
あ
り
}
従
つ
℃
こ
の
無
友
る
道
よ
り
生
守
る
「
こ
は
常
然
有
で
な
け
れ
ば
友
ら
な
い
。
延
子
の

天
地
籍
に

泰
初
有
無
無
有
無
名
古

一
之
民
起
‘
者
一
一
海
一
J

宋
形
、
物
得
以
生
。
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と
あ
り
事
そ
の
「
無
有
無
名
い
一
の
泰
初
は
老
?
?
の
道
に
繋
る
こ
と
は
一
一
首
ふ
ま
で
も
友
い
が
、
郭
子
支
は
こ
の
「
こ
に
設
し
℃
、

9
 一
考
有
之
初
、
五
妙
者
品
。
故
未
有
物
理
之
形
耳
9

夫
一
之
所
起
、
超
於
歪
一
。
非
起
於
無
患
。

と
一
言
つ
℃
b
b
り
、
司
馬
温
公
が
老
子
の
一
に
設
し
℃

道
生
，
つ
自
然
市
有
。
一
生
二
、
分
陰
分
間
版
。
二
生
一
一
一
、
陰
陽
交
市
生
和
。
コ
一
生
寓
物
、
和
気
合
稲
生
物
。

と
寄
っ
℃
主
る
は
誌
に
従
ふ
べ
き
解
懇
で
あ
d
o
廷
に
太
一
間
晴
軒
の
如
き
老
子
会
解
に

議
生
一
気
。
一
生
分
錦
絵
協
。
気
化
流
行
子
天
地
之
問
、
形
須
賀
商
寓
物
生
葉
。

と
、
一
を
以
℃
一
気
と
解
し
℃
b
L

る
の
で
あ
っ
ず
司
、
要
す
る
に
「
道
生
一
、
一
生
二
J

再
々
」
は
、
無
な
る
道
よ
り
有
な
る
一
気
注
生
じ
、
そ
の

一
気
が
分
れ
℃
陰
陽
二
街
地
一
と
な
り
，
陰
陽
一
二
議
相
交
り
℃
和
を
日
比
ふ
じ
も
こ
ニ
に
寓
物
、
芝
生
中
る
と
い
ふ
窓
に
仰
併
せ
ら
れ
る
。
ニ
ニ
に
初
つ
℃

易
の
「
大
紙
生
繭
儀
」
に
就
い
℃
見
る
に
事
こ
の
説
明
で
は
、
陰
陽
た
る
一
関
儀
一
b
L
生
守
る
本
線
た
る
大
級
は
有
で
あ
り
、
勿
論
鮫
続
、
な
意
味

に
於
℃
そ
の
内
察
は
同
一
で
は
友
い
が
、
そ
り
等
し
く
宥
で
あ
る
黙
大
極
と
一
と
は
同
じ
範
協
憾
に
陣
織
す
る
形
式
で
あ
り
、
か
く
℃
、
北
ハ
の
形
一

式
の
上
よ
り
和
感
守
る
「
大
級
生
…
補
一
儀
」
と
「
一
生
一
こ
と
は
、
ま
た
そ
の
思
恕
一
の
段
階
r
h

於
℃
正
に
和
一
致
す
る
も
の
と
言
ひ
得
る
の
で

あ一る。一然
る
に
惑
が
老
子
哲
附
般
の
本
一
換
で
あ
り
、
大
桜
が
易
哲
壌
の
根
本
原
理
で
あ
る
黙
よ
り
も
ニ
れ
を
↓
同
一
範
除
に
泣
い
℃
論
ぜ
ん
と
す
る
所

設
が
あ
る
。
前
拐
伝
務
の
「
易
誠
之
大
州
側
、
:
ト
:
老
子
裕
之
道
い
と
言
ふ
が
如
き
は
そ
れ
で
あ
り
、
呂
覧
大
築
絡
に

道
省
者
一
窓
持
出
W
9

不
可
怨
形
、
不
可
得
一
名
、
一
強
銘
之
諮
之
太
一
。

と
あ
り
、
そ
の
「
不
可
銭
形
不
可
怨
名
」
と
い
ム
所
よ
り
'
‘
こ
の
惑
は
老
子
の
諮
と
料
等
し
き
も
の
で
あ
り
、
部
し
℃
ま
た
、

資
繋
之
所
出
来
者
逮
突
一
9

生
於
度
散
し
も
本
於
本
一
a

太
一
山
尚
一
期
係
、
一
郎
儀
出
陰
陽
一
愛
一
化
、
ア
ぷ
一
下
、
令
市
成
本
ハ
右
前
〉
を

ー
と
あ
れ
ば
‘
太
一
は
正
に
大
桜
に
哲
る
療
現
で
あ
り
、
従
つ
℃
こ
れ
ま
た
大
桜
と
謎
と
を
同
一
原
理
と
考
へ
た
も
の
で
あ
る
が
、
廷
に
一
掃

老
儒
磁
教
と
を
折
楽
し
ち
諮
一
と
大
川
燃
と
の
一
致
主
主
張
し
た
も
の
は
宋
一
儒
一
で
あ
る
。
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栄
紘
一
は
所
講
後
世
太
極
論
と
呼
ば
れ
る
確
た
る
哲
接
関
系
b
L
樹
立
し
、
ニ
れ
れ
を
宇
宙
構
成
の
本
践
と
す
る
じ
去
っ
た
の
で
あ
る
が
，
そ
の

先
騒
を
た
し
た
問
鴻
渓
は
大
級
開
設
の
胃
弱
に

無川柳…

m太
板
、
太
桜
勤
一
間
生
均
一
吉
勤
紙
市
部
一
，
静
両
生
陰
，
部
川
帆
復
動
、
…
動
一
静
一
、
五
一
潟
北
ハ
校
、
分
陰
分
防
、
制
俄
立
お
白
間
附
帥
切
除

合
、
一
向
生
木
火
水
令
…
土
，
五
気
願
布
、
問
時
行
一
話
。
五
行
一
陰
陽
也
、
陰
陽
一
太
秘
也
、
太
桜
本
然
徹
也
。
五
行
之
今
一
也
各
二
人
ハ
性
。
知
…

桜
之
英
、
二
五
之
鶴
、
妙
令
市
灘
、
乾
道
成
男
事
神
道
成
女
、
一
一
気
交
感
、
化
牛
一
高
物
。
寓
物
牛
一
生
稲
挺
化
無
窮
お
。

と
い
っ
℃
主
る
o
m
w
ち
太
秘
が
あ
り
、
そ
の
一
致
一
静
が
あ
っ

τ，
一
間
し
℃
分
陰
一
分
間
断
一
雨
儀
立
っ
と
。
一
円
み
説
明
は
明
か
に
滋
i
…
!
二
と
い

ふ
老
子
の
設
明
と
相
似
た
も
の
で
あ
り
、
商
も
無
誠
一
部
太
桜
と
究
秘
に
於
℃
之
を
無
税
に
節
す
る
靴
側
、
そ
の
大
級
は
こ
れ
b
b
老
子
の
道
に
相

釘
せ
し
め
ら
れ
た
も
の
と
吉
川
小
符
な
い
で
あ
ら
う
か
。
ま
た
張
一
統
楽
の
太
成
一
は
恰
も
mm子
の
太
極
に
配
し
狩
る
ハ
ナ
自
の
構
成
原
烈
で
あ
る

が
、
銃
に
名
づ
く
る
に
「
慮
」
の
ん
予
を
以
℃
し
℃
ゐ
る
黙
に
こ
れ
を
老
子
の
認
の
無
な
る
に
比
し
℃
を
る
ニ
と
が
怨
像
せ
ら
れ
る
r

な
あ
ら

う
。
一
向
も

ぃ
脱
者
一
天
地
之
総
。
天
地
従
ド
獄
中
来
。
(
張
子
会
議
・
各
十
)

太
山
脱
者
気
之
鐙
。
白
熱
有
陰
陽
、
路
枠
組
感
之
無
窮
口
〈
張
子
会
議
・
袋
一
一
一
〉

の
如
き
訟
明
に
よ
れ
ば
、
そ
の
太
躍
が
老
子
の
道
に
比
せ
ら
れ
℃
主
る
ニ
と
は
明
か
で
あ
る
9

米
子
は
宋
代
壊
を
集
大
成
し
た
入
で
あ
る

が
、
米
子
は
間
引
か
に

怒
大
品
尚
道
生
一
、
プ
生
二
、
二
生
一
ニ
。
先
生
答
日
、
一
葉
恐
此
道
字
却
易
之
大
極
。
一
乃
問
問
一
数
之
奇
、
二
乃
陰
数
之
綿
，
一
一
一
乃
奇
稿
之

積
D

共
同
二
生
三
者
瀦
所
誠
二
取
れ
一
銭
一
一
一
世
q

索
直
以
一
銘
大
桜
、
期
不
審
復
一
一
点
目
道
生
二
矢
口

と
一
戸
市
つ
℃
b
L
る
。
向
付
ち
議
は
老
子
哲
壌
の
本
擦
で
あ
り
、
太
極
も
亦
易
、
に
於
け
る
宇
宙
授
の
本
校
一
で
あ
る
か
ら
同
じ
位
置
に
立
つ
も
の
と
見

る
べ
き
で
あ
る
と
の
意
私
解
せ
ら
れ
る
。
新
く
℃
朱
子
は
、

太
桜
口
ハ
是
一
一
…
総
理
字
。
太
極
只
是
天
地
室
内
物
之
理
由
在
天
地
一
一
月
、
別
天
地
之
中
右
太
桜
a

家
管
内
物
言
、
郡
高
物
之
中
各
宥
太
桜
田

ハ議開類
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太
脱
却
一
也
臼
陰
陽
者
抵
也
。
勤
齢
者
所
梁
之
機
也
色
気
行
両
政
亦
行
。
二
者
常
ね
依
磁
未
嘗
離
也
。
ハ
話
獄
窓
九
四
)

太
桜
未
勤
之
前
便
是
陰
口
陰
一
静
之
中
白
夜
陰
動
之
校
。
陽
動
之
中
又
有
陰
静
之
州
供
。
動
之
所
以
必
部
者
校
乎
陰
故
也
。
諮
之
所
以
必
動
宥

根
乎
効
故
一
也
。
(
認
類
各
九
四
)

ー
に
於
、
け
る
が
如
く
も
太
秘
郎
弾
一
の
一
元
論
的
ん
子
市
観
乞
樹
立
し
℃
怠
る
。
川
村
ち
太
極
が
動
静
の
機
応
乗
じ
℃
陰
陽
の
二
日
米
、
窓
生
じ
五
行
乞

生
じ
高
物
主
生
じ
、
湿
気
随
伴
し
℃
無
窮
に
支
る
と
い
ム
の
で
あ
る
。
宇
宙
市
内
化
の
柏
駅
b
L
太
紙
と
し
、
そ
の
太
極
b
L
球
で
あ
る
と
な
す
結
勿

論
一
元
論
で
あ
る
が
、
然
し
そ
の
太
一
械
が
陰
陽
一
点
行
路
物
の
中
に
温
存
共
存
す
る
と
説
く
黙
ニ
れ
は
ま
た
多
元
論
と
も
見
ら
れ
、
丘
ま
た

ヱ
ム
一
秘
未
勤
之
前
続
一
公
陰
」
と
い
ふ
所
よ
り
す
れ
ば
理
恭
二
元
論
と
も
M
O
へ
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
二
れ
は
米
子
感
訟
の
破
誌
と
し
℃
締
め
℃

重
要
な
問
題
一
で
は
た
い
か
と
忍
ム
。
然
し
ニ
ニ
に
は
此
の
間
鵠
は
ニ
れ
を
扱
き
、
朱
千
の
現
の
一
一
一
九
論
も
、
要
す
る
に
一
五
子
の
滋
と
初
比
す
る

路
線
と
し
℃
打
ち
た
℃
ら
れ
た
宇
宙
視
F

で
あ
る
と
い
ふ
ニ
と
に
止
め
た
い
。
以
上
は
京
代
太
秘
論
の
輪
郭
寸
あ
る
が
、
般
車
じ
こ
れ
だ
け
の

材
料
の
み
を
以
℃
し
℃
二
れ
主
云
々
す
る
二
と
は
大
路
民
符
除
で
あ
り
、
寧
ろ
慎
む
べ
き
で
あ
h

り
う
。
然
し
な
が
ら
た
だ
ニ
れ
だ
け
の
二
と

は
言
ム
ニ
と
を
許
さ
れ
る
で
あ
ら
う
。
即
ち
ん
木
代
の
太
税
論
は
決
し
℃
易
体
巳
於
け
る
大
級
そ
の
も
の
rY
は
な
い
と
い
ム
ニ
と
で
あ
る
。
一
品

質
感
間
一
の
進
化
と
い
ム
文
化
史
的
見
地
か
ら
見
亡
、
も
、
法
一
代
以
前
宋
儒
巳
於
け
る
が
如
き
掛
か
る
す
接
的
思
索
の
行
は
れ
得
た
と
将
へ
る
こ

と
は
不
合
却
で
あ
り
、
結
局
そ
れ
は
儒
偽
道
三
教
の
一
庶
民
街
与
桜
鰯
を
示
し
た
山
本
山
併
に
よ
る
新
し
い
大
似
の
解
仰
で
あ
り
、
換
有
す
れ
ば

伝
道
同
教
の
折
衷
じ
ょ
っ
℃
勝
生
し
た
新
し
い
山
子
市
般
の
原
理
と
し
℃
大
桜
で
あ
る
と
い
ふ
べ
き
で
あ
ら
う
。

然
ら
ば
易
体
巳
必
け
る
大
級
の
内
容
は
ニ
れ
を
如
何
に
併
す
べ
き
寸
あ
ら
う
。
上
繋
第
五
一
立
r
r
h

ニ
尚
一
陽
之
治
活

と
あ
る
が
、
二
の
惑
は
大
川
物
の
本
民
で
あ
り
笈
伐
と
併
せ
ら
れ
る
が
、
そ
の
一
位
一
助
と
は
何
主
意
味
す
る
か
。
ニ
れ
に
も
多
少
の
山
内
訟
は

あ
る
が
、
こ
れ
は
秘
伊
川
が
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一
時
尚
一
陽
之
謂
港
、
選
一
非
陰
陽
也
ロ
所
以
一
陰
一
陽
道
也
歌

機
了
陰
陽
史
知
…
諮
。
所
以
陰
陽
者
長
選
告
。
険
防
鉱
山
泊
。
気
付
一
比
形
市
下
者
。
形
而
上
者
間
別
丸
山
牧
場
。

2
E
t
h
問、

7
k
f
k
b
p
f
-
h弘
司
ル
ミ
ヨ
リ
1
7
K
C
均三、
1
3
k
e
L

2
i
v一
T
v
p有
法
長
島
古
一

pf勿
髭
マ
メ
リ
可
作
K

易
以
遮
陰
陽
。
故
M
〈
以
二
一
大
地
之
凶
，
或
得
m
M
或
得
除
、
往
来
治
長
，
高
古
不
忍
者
一
、
名
之
口
川
道
。
附
則

χ
之
所
以
お
一
次
市
民
物
之
所
以
佐
々

不
己
者
、
資
資
此
以
一
得
本
也
。
(
恋
十
七
)

と
注
し
℃
玄
る
が
如
く
、
陰
陽
交
作
の
作
出
活
動
と
渇
へ
る
の
が
最
も
安
設
な
鮮
側
伴
と
忠
は
れ
る
。
斯
く
℃
巡
は
生
々
化
育
し
℃
民
十
日
不
易

な
る
活
動
の
笈
様
で
あ
り
、
こ
れ
ニ
そ
大
樹
の
本
質
万
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
然
ら
ば
大
川
似
の
本
質
た
る
活
動
の
笈
協
は
何
か
。
河
易
正
義
r
h

大
桜
前
天
地
未
分
前
、
元
気
滋
…
印
諒
一
。
即
日
記
太
初
太
一
世
。

主
い
び
、
ま
た
浪
者
待
係
志
に

犬
Mm元
気
。
尚
一
一
一
一
お
一
一
。

と
あ
一
る
そ
の
元
気
ニ
サ
セ
大
秘
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
象
俸
に
所
諮
乾
元
均
一
五
の
混
愉
し
℃
未
分
な
る
も
の
を
指
す
も
の
と
見
る
べ
く
、
紫
誌
に

寸
合
生
気
之
和
」
と
あ
る
も
の
で
あ
り
、
ト
ハ

Am鈴
城
が

元
気
生
気
非
他
物
品
。
唯
円
五
社
一
四
陰
陽
二
一
試
混
治
一
未
分
也
。
ハ
繋
締
詳
一
説
・
各
五
ゾ

と
い
っ
℃
主
る
京
一
校
賞
十
化
論
的
な
解
斜
は
山
小
ち
易
折
内
鼠
f
r
h

於
け
る
大
械
に
お
し
℃
設
も
妥
常
す
る
も
の
で
は
な
か
ら
う
か
。
さ
れ
ば
口
仰
の
太

秘
は
決
し
℃
老
子
の
強
で
も
な
く
、
朱
子
の
い
ふ
一
一
五
の
懇
で
も
な
く
、

(
一
一
総
選
議
・
各
一
一
一
〉

ハ
川
前
谷
十
五
)

に
作
用
主
食
共
し
現
認
を
共
布
レ
、
乾
元
均
一
苅
の
海
然
と
し
℃

犬
和
す
る
宇
宙
前
向
象
の
始
泌
的
資
衣
で
あ
り
/
、
北
川
し
一
一
一
口
ム
こ
と
を
許
さ
れ
る
な
ら
ば
二
元
論
的
一
元
と
も
名
づ
く
べ
き
も
の
で
あ
り
、
易
折
口

惑
が
陰
磁
二
集
主
要
素
と
す
る
ニ
元
体
制
で
あ
る
と
い
は
れ
る
所
以
も
此
ぃ
院
に
あ
る
で
あ
ら
う
3

以
上
は
論
者
の
易
憶
に
於
け
る
大
組
の
解
様
で
あ
る
が
、

出
来
，
人
間
の
思
想
上
の
展
開
に
於
℃
‘
蒸
し
寓
象
の
本
泌
を
有
す
る
な
ら

ば
、
そ
の
「
有
」
の
-
本
源
拭
約
か
と
い
ふ
こ
と
は
お
訴
追
究
せ
ら
れ
る
べ
き
問
題
で
あ
り
ベ
有
」
か
ら
「
有
し
主
生
守
る
と
い
ふ
説
明
で
は
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永
遠
距
循
環
し
℃
解
決
し
難
い
論
法
務
紗
る
9

か
く
℃
一
こ
れ
が
解
決
の
策
応
は
鯵
極
v
h

於
て
維
一
一
に
蹄
せ
ら
れ
ね
ば
註
ら
友
い
の
で
あ
っ

τ、

此
の
結
有
な
る
大
級
乞
大
本
と
し
た
易
折
口
壌
に
封
し
℃
、
無
な
る
道
主
根
本
原
理
と
考
へ
た
老
子
の
思
想
は
易
官
接
よ
り
進
歩
的
で
あ
・
り
、

一
史
に
そ
の
展
開
の
上
に
燐
成
さ
れ
た
も
の
と
言
は
な
け
れ
ば
な
ら
友
い
。
北
ハ
の
進
歩
的
で
あ
り
、
更
に
一
段
の
展
開
の
上
に
構
成
さ
れ
た
と

い
ム
ニ
と
は
、
一
同
者
の
宇
山
問
視
の
成
立
先
一
後
生
決
定
す
る
問
題
と
も
社
内
へ
さ
う
で
あ
る
が
、
然
し
論
者
は
こ
こ
に
ニ
モ
一
期
者
の
お
立
的
精
一
利

が
見
制
作
る
も
の
と
考
へ
る
。
即
ち
北
ハ
の
ん
子
山
問
視
の
根
本
原
理
主
無
民
一
蹴
す
る
一
時
，
蛍
然
一
等
か
れ
る
も
の
は
老
子
の
得
税
に
あ
る
「
道
可
謎
非

常
道
」
と
い
ム
思
恕
で
あ
り
事
か
ζ
℃
共
の
道
徳
論
は
結
局
紙
一
一
銭
・
虚
諮
・
卑
揚
・
込
綴
・
絶
抑
弾
薬
知
等
の
一
訟
で
表
さ
れ
る
治
桜
的
、
な
も
の

に
な
ら
ざ
る
主
総
な
い
の
で
あ
る
。
然
る
に
館
教
法
笠
宮
す
る
ま
で
も
な
く
修
己
治
人
よ
り
，
進
ん
で
治
閣
不
天
下
を
理
想
と
す
る
現
質
主

義
的
政
雄
主
義
の
道
徳
議
主
抱
懐
す
る
も
の
で
あ
り
、
従
つ
℃
億
数
経
典
と
し
℃
の
易
俸
に
於
℃
も
持
の
泣
く
所
は
、
コ
川
町
有
之
治
大
走
。
日

新
之
抑
制
成
徳
。
生
々
、
之
抑
制
易
」
わ
上
繋
第
五
九
円
ヤ
)
と
い
び

J
j
Iハ
封
切
市
東
入
所
以
川
市
一
徳
而
院
議
也
。
い
(
上
禁
第
七
ポ
)
と
い
び
、
勺
天
地
之
大
総
門

生
」
(
下
繋
一
第
二
ろ
と
い
び
9

又
「
一
ゃ
ん
地
翻
組
、
高
一
物
化
醇
Q

男
女
締
結
、
前
向
一
物
化
生
」
と
い
ふ
が
如
く
、
そ
の
説
く
所
は
陰
陽
の
消
長
mm

特
に
よ
っ
℃
生
冷
後
民
不
易
流
行
し
℃
己
主
ざ
る
税
秘
主
義
で
あ
り
、
老
子
む
於
け
る
と
一
比
一
双
釘
の
立
場
に
立
つ
も
の
で
あ
る
。
期
く
℃
易

哲
療
に
於
い
℃
陰
陽
交
作
巳
よ
る
生
々
活
動
一
の
笠
殺
た
る
大
極
右
以
℃
共
の
本
一
政
と
な
し
た
こ
と
は
常
然
ん
で
あ
り
、
史
広
一
歩
ず
L
め
で
ゆ
吋
ゼ

れ
よ
り
一
段
一
の
展
開
一
匙
一
糸
さ
宇
有
の
段
階
に
止
ま
っ
た
所
以
は
笈
に
此
蕗
に
存
す
る
の
で
あ
っ
℃
、
結
局
補
者
の
宇
治
搬
の
和
問
弁
は
北
ハ
の
抱

懐
す
る
大
生
観
枇
舎
般
道
徳
般
に
よ
っ
℃
規
定
せ
ら
れ
た
も
の
と
解
せ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
D

市
し
て
斯
く
併
せ
ら
れ
る
時
易
の
字
詰

顔
は
一
止
広
老
子
思
想
と
封
立
的
な
位
援
に
立
つ
も
の
で
あ
る
と
び
符
る
で
あ
ら
う
。
忍
ム
に
儒
数
絞
山
内
の
中
封
老
子
的
給
料
に
立
脚
し
℃

立
論
せ
ら
れ
℃
主
る
も
の
は
中
感
で
あ
る
日
。
朱
子
は
一
誌
類
む

老
子
以
m
瓶
入
之
議
筋
俗
、
故
fr思
議
誠
而
抗
之
。
中
脂
質
輿
老
子
争
時
州
之
議
也
。

と
い
弘
、
荻
生
筏
保
も
亦
そ
の
中
席
解
及
鱗
道
院
於
℃
織
か
る
所
設
主
支
持
し

思
孟
雨
後
、
降
潟
儒
家
一
者
流
，
乃
始
輿
羽
一
家
争
街
、
河

-n小
己
。
夫
子
忠
作
中
感
興
老
子
抗
者
也
。

〈
各
六
十
一
一
)

ハ
排
遊
〉
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つ
℃
を
る
が
、
…
誠
》
私
立
℃
℃
惑
の
成
山
知
に
お
い
し
、
仁
義
機
械
が
b
L
重
ん
じ
掛
物
致
知
を
主
張
し
℃
総
理
楽
判
官
に
拡
し
，
ま
た
い
畑
一
…
為
自
然
の

主
張
に
お
し
℃
北
方
之
強
階
方
之
張
主
就
く
な
芝
、
そ
の
会
第
広
一
旦
る
封
一
老
子
的
論
法
よ
り
推
し
℃
、
中
府
箸
作
の
精
一
仰
が
老
子
と
の
釣
抗

争
探
に
本
づ
く
ニ
と
は
峰
主
疑
び
泣
い
と
思
は
れ
る
が
、
易
俸
を
ζ
の
中
府
民
比
す
る
時
ニ
の
溺
者
の
閉
じ
は
ま
た
桜
め
七
斡
接
友
関
係
が

仔
ず
る
の
で
あ
る
。
ん
J

プ
ケ
セ
の
笠
持
、
右
犠
げ
る
ニ
と
は
二
二
に
は
省
略
す
る
が
，
現
在
易
傍
の
著
作
者
主
子
日
間
仰
の
後
感
、
と
披
定
ず
る
議
論

が
相
営
存
カ
に
行
は
れ
℃
ゐ
る
黙
等
に
見
℃
也
大
餓
怨
像
し
符
る
と
忠
ム
。
市
し
℃
そ
の
密
接
な
関
係
は
可
}
れ
を
叫
ん
一
一
絢
に
吟
味
す
る
と
、
笈
は

易
体
の
中
路
広
務
す
る
投
脚
的
関
係
と
も
見
ら
る
べ
き
も
の
で
あ
り
p

、
比
の
黙
よ
り
易
俸
の
著
作
は
こ
れ
を
中
路
と
同
じ
く
老
子
と
の
封
抗

争
開
の
怒
の
述
作
と
も
一
対
抗
び
得
る
の
で
は
友
い
か
と
思
ム
。
然
り
と
す
れ
ば
補
者
宇
宙
殺
の
関
係
は
躍
な
る
釘
立
関
係
で
は
な
く
、
こ
れ
を

易
俸
の
老
子
に
鈎
す
る
封
抗
的
関
一
採
に
立
つ
も
の
と
一
一
持
仏
か
へ
・
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
斯
く
℃
第
一
一
の
結
論
と
し
℃
，
元
来
易
背
惑
は
そ
の

規
範
を
老
子
の
践
系
、
に
と
っ
℃
樹
立
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
が
も
部
し
共
の
根
本
精
神
に
於
い
〈
は
こ
れ
と
釘
抗
的
た
牧
涯
を
い
か
め
る
も
の

で
あ
る
と
寄
び
得
る
と
思
ム
。

以
上
は
全
く
論
者
の
大
路
左
試
論
で
あ
る
が
、
若
し
期
く
営
ム
ニ
と
が
許
さ
れ
る
な
ら
ば
、
斯
か
る
連
作
b
L
生
む
d

へ
き
時
代
の
思
想
的
背

景
を
明
か
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
℃
易
捧
の
成
立
年
代
主
推
定
す
る
ニ
と
が
山
内
来
、
市
し
℃
そ
の
推
定
に
本
づ
い
℃
、
そ
の
時
代
の
傍
敬
忠
恕

の
一
般
和
協
議
び
縛
る
の
で
は
ゑ
い
か
と
活
へ
る
も
の
で
あ
り
、
本
論
は
結
局
そ
の
銭
の
過
競
的
論
議
で
あ
る
こ
と
は
言
ム
ま
で
も
な
い
こ
と

で
あ
る
。

e 
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